
◇  　 令和３年度 指定管理者事業評価書
指定管理料 利用料金 支出 施設運営の方針

初年度 120,678,616円 21,246,610円 148,264,374円
市民の文化の向上と芸術の振興を図り、
文化芸術を通じたまちづくりを進める。

２年目 118,726,718円 19,292,240円 131,745,449円
市民の文化の向上と芸術の振興を図り、
文化芸術を通じたまちづくりを進める。

３年目

令和2年4月1日 ～ 令和7年3月31日 ４年目

令和3年4月1日 ～ 令和4年3月31日 ５年目

●総合評価の基準

5 ☆☆☆☆☆ 評価基準のすべてが☆☆☆以上で、かつ、最も多い評価が☆☆☆☆☆である 非公募

4 ☆☆☆☆ 評価基準のすべてが☆☆☆以上で、かつ、最も多い評価が☆☆☆☆である 利用料金制

3 ☆☆☆ 評価基準の最も多い評価が☆☆☆である アミカホール：平成23年4月1日　クレアホール：平成27年1月1日

2 ☆☆ 評価基準の最も多い評価が☆☆である アミカホール：平成4年5月6日　クレアホール：平成27年1月1日

1 ☆ 評価基準に☆が１以上ある アミカホール：市直営　クレアホール：県営

◆総括評価を概括した総合評価の所見(成果・改善等)

●指定管理者の総合自己評価… ●市(施設所管課)の総合評価… ☆☆☆

◆評価基準

☆☆☆☆☆

☆☆☆☆

☆☆☆

☆☆

☆

評価対象期間

仕様書・協定書等の基準は遵守し、若干の改善が必要な内容である

施設の供用開始日

指定管理導入前の運営形態

◇施設に係る主な指定管理業務
・文化ホールの運営および維持管理に関すること。
・草津市立草津アミカホール、草津クレアホールの各条例第１条の設置目的を達成する
ための事業の実施に関すること。

仕様書・協定書等の基準を遵守し、その水準よりもはるかに優れた内容である

仕様書・協定書等の基準を遵守し、その水準よりも優れた内容である

公募・非公募の別

☆☆☆

市民に愛される安全安心なホール運営と公平、公正、平等、快適な環境に配慮したサービスの提供を
行います。基本理念である『あなたらしさをプロデュースする文化ホール～made in くさつ　』の基本方
針に沿った事業を展開します。中間支援組織として、文化芸術を通したまちづくりを支える人材育成に
努め『草津アートセンター』機能を充実させます。

▼成果指標（目標）
①公演型事業数：9事業　　②講座型事業数：2事業　
③アウトリーチ型事業数：2事業　　④アートセンター相談件数：30件
⑤情報発信：　情報誌12回　ラジオ12回　、HP　YouTube用ダイジェスト版を作成します。

施設ＨＰアドレス

（非公募について）
（公財）草津市コミュニティ事業団は、市の指定する中間支援組織であり、市だけでは実現が困
難であった施策の展開について、市と協働しながら取り組まれてきた。また、草津の文化の担い
手の育成、文化的資産の活用にも積極的に取り組まれ、文化を通じたまちづくりに貢献いただい
ている。

（利用料金制について）
Webの活用、ラジオや紙媒体等による積極的な広報などにより、利便性の向上および利用の促
進に取り組まれている。また、利用者アンケートの結果からも料金設定に概ね満足との評価を得
ていることから、利用料金制度を継続することで、指定管理者の経営努力を促したい。

指定管理者名 （公財）草津市コミュニティ事業団

https://kusatsu-art.center/creahall
https://kusatsu-art.center/amicahall

公募・非公募、使用料・利用料金制の導入についての効果の検証

🔻成果指標（結果）
①公演型事業数：12事業（うちインリーチ1事業）、②講座型事業数：0事業
②アウトリーチ型事業数：1事業、③アートセンター相談件数：21件
④情報発信：情報誌12回　ラジオ12回

コロナの影響により、一部中止、または延期になった事業もあるが、各種団体と調整し可能な限
り実施に向けて取り組んでいたことは評価できる。蓄積したプログラムやネットワークは今後の事
業展開に生かされることを期待する。
施設管理については、市と連絡を密に取り、予防保全に努め、大きな事故を防ぐよう努めた。利
用者アンケートの結果も良好であり、適切に施設の管理・運営が行われたと考える。

事業目標および管理・運営に対する評価(事業年度終了後記入）

○その他の項目

事業目標および管理・運営に対する自己評価(事業年度終了後記入）
①協働型の文化芸術事業：『市民と創るコンサート』の実施
②地域文化をまちづくりに活かした事業『オリジナルミュージカル、ミュージカルショー』の実施
③知りたい情報が収集しやすい情報の発信『アートセンターニュース』を毎月発行
④誰もが等しく文化に触れる機会の提供として『狂言ワークショップ』の実施や『こども芸術鑑賞応援制度』の導入。
　『子育て支援コンサート』　『ストリートピアノ体験』を実施。
⑤子どもや若者の文化活動の充実として『青少年とつくるコンサート、ワークショップ』『舞台芸術学校』の実施。
⑥草津らしい個性ある文化の創出『狂言』『落語』を草津宿街道交流館と連携実施。
⑦文化を通じたまちづくりの推進を踏まえ、文化振興創造事業として『草津歌劇団』を実施、担い手『市民スタッフ』を育成。
⑧利用状況については、コロナの影響により実質の利用件数は、クレアホールは1，507件（コロナによるキャンセル件数159
件）、アミカホールは1,186件（コロナによるキャンセル件数114件）となったものの、コロナによるキャンセル料（還付金）を含め
ると利用料金収入はコロナ前と同水準で推移しており、貸館利用は定着している。

🔻成果指標（結果）
①公演型事業数：12事業（うちインリーチ1事業）、②講座型事業数：0事業
②アウトリーチ型事業数：1事業、③アートセンター相談件数：21件
④情報発信：情報誌12回　ラジオ12回　YouTubeの活用

        年度の管理・運営に係る事業目標（年度当初に記入）

指定期間

施設名 草津市立文化ホール 経理の状況

施設所管課 教育委員会事務局 生涯学習課
計画通りの利用料金収入を確保し、計画的
に予算執行を行った。

支出を上回る収入を確保している。

仕様書・協定書等の基準を遵守し、概ねその水準に沿った内容である

仕様書・協定書等の基準を遵守しておらず、改善が必要な内容である

使用料・利用料金制の別

指定管理者による運営開始日



文化振興事業（管理業務仕様書P.3）

指定管理者の自己評価 市(施設所管課)の評価

上半期評価 上半期評価

☆☆☆☆ ☆☆☆

下半期評価 下半期評価

☆☆☆☆ ☆☆☆☆

利用者満足度に関すること（管理業務仕様書P.3）

指定管理者の自己評価 市(施設所管課)の評価

上半期評価 上半期評価

☆☆☆ ☆☆☆

下半期評価 下半期評価

☆☆☆☆ ☆☆☆

貸館に関する業務（管理業務仕様書P.4）

指定管理者の自己評価 市(施設所管課)の評価

上半期評価 上半期評価

☆☆☆ ☆☆☆

下半期評価 下半期評価

☆☆☆ ☆☆☆☆

施設の維持管理（管理業務仕様書P.7）

指定管理者の自己評価 市(施設所管課)の評価

上半期評価 上半期評価

☆☆☆ ☆☆☆

下半期評価 下半期評価

☆☆☆ ☆☆☆
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仕様書に定める点検回数を遵守するとともに、ホール音響備品の更新（バウンダリーマイ
ク等）やリハーサル室への案内表示の見直し等、利用者が安心して利用できる環境整備
に務めた。
非常用発電機の改修後、自動試運転による定期確認を実施している。
また、次年度に向け、改修工事についての打合せを行った。

仕様書に定める点検回数を遵守するとともに、利用者の安全・安心を確保するため、折
れ枝の伐採や老朽化した設備改修等、必要に応じて、迅速に対応した。
また、非常用発電機の設備不良をうけ、草津市と連携を密にしながら、業者との調整や
消防署への届出等迅速に対応し、早期復旧に努めた。

施設および設備の日常の維持管理の他、中長期の改修計画について、市と連携して
取り組んだ。経年劣化による舞台設備の故障にも、市と協議しながら対応を検討した。

コロナ対策について、草津市と連携を密にし、8月8日から9月30日まで、まん延防止等重
点措置ならびに緊急事態宣言による時間短縮ならびに臨時休館を行い、キャンセル対応
（還付処理）を行うとともに3密の回避、手指の消毒液設置、検温器設置など感染対策を
徹底し、利用者の安全・安心を確保した。

コロナ対策を徹底し、感染の拡大を防ぎながら貸館業務に取り組んだ。

上半期と同様に草津市との連絡を密に、1月14日から滋賀県の医療体制非常事態宣言
による貸館キャンセル対応を行うとともに、コロナ対策を徹底し、利用者の安全・安心を確
保した。
また、文化庁の文化芸術振興費補助金（文化施設の感染症防止対策事業）に申請を行
い、検温機能付カメラと二酸化炭素濃度計測器を購入し、感染対策の強化を図った。
貸館においては、コロナの影響はあるものの、コロナによるキャンセル料（還付金）を含め
ると利用料金収入はコロナ前と同水準で推移しており、貸館利用は定着している。

昨年度、中止や配信中心の公演となった事業について、コロナ対策を講じ、利用者に安
心して鑑賞いただける環境を整え開催。　滋賀県とのコラボレーションでは、開館以来初
めて『びわこホール声楽アンサンブル』による公演を開催。市民団体とプロが共演する
ジャズコンサートでは公開ラジオ番組として収録した。また草津歌劇団5期生の募集を早
め、コロナでの稽古中止期間を見据えて活動を開始。

施設および設備の日常の維持管理の他、中長期の改修計画について、市と連携して
取り組んだ。

管理業務仕様書に基づき、年間を通して施設利用者へのアンケートを実施した。
アートセンターを中心にコロナ禍での開催や公演内容など利用者の不安や要望に答えら
れる体制を整えた。

施設利用者へのアンケートを随時行った。

貸館時におけるアンケート集計では、クレアホール・アミカホールともに「受付対応」で92
～93％の利用者から「満足・やや満足」、「施設・備品の清潔さ」では90％近くの利用者か
ら「満足・やや満足」の評価を得た。
「使用料・使用時間」についても90％近くの利用者から満足との回答を得ている。
また、11月16日から12月20日に施設利用者アンケート（回答数115件）を実施し、82％の
利用者から「総合的に満足である」と評価を得ている。

利用者アンケートの集計結果は良好であり、「満足」「やや満足」の合計が90％以上の
高水準で推移している。ただし、アミカホールに関しては、前年度比で全般的に低下し
ているので、さらなるサービスの向上に期待する。

市文化振興計画に位置付ける重点プロジェクトに取り組むため、市との協働により「こ
ども芸術鑑賞応援制度」を開始した。
積極的に他団体とのコラボレーションを推進するなど、コロナ後を見据えた取り組みを
行った。

市民協働事業『文化祭』『ブラスフェス』の中止や延期については、各団体と十分に協議し
決定。関係者のみで予定していたプログラムについても配信や収録で対応した。
　『劇団四季ファミリーミュージカル』『クレア音楽の時間、教えて！モーツァルト』『心にの
こる映画音楽』『青少年とつくるコンサート』等については、コロナの感染状況を注視しな
がら開催。また、市内の6年生を対象にした　『劇団四季ファミリーミュージカル』は劇場と
各小学校で鑑賞会を開催（ホール2校、各校4校）。狂言ワークショップを１校（３クラス）で
実施。11月には平和記念のつどいにて草津歌劇団オリジナルミュージカル『平和の鐘が
なるとき』を公演。
その他、YouTubeによる公演のアーカイブ、ダイジェスト版を配信した。

劇団四季「こころの劇場」の鑑賞会を文化ホールで開催するなど、コロナ禍においても
工夫して事業に取り組んだ。
「こども芸術鑑賞応援制度」では、目標を大きく上回る寄付金額を集め、多くのひとり親
家庭を公演に招待した。
また、来年度に向けて、学校連携プログラムの検討に取り掛かるなど、市との連携に
取り組んだ。

コロナの影響等により臨時休館してこともあって、利用人数は減少しているが、稼働率
は上昇しており下げ止まっている。対策を徹底し、感染の拡大を防ぎながら貸館業務
に取り組んでおり、利用者の安心、安全な利用を推進していることが影響していると考
える。
また、文化庁の補助金を上手く活用し、コロナ対策の設備充実に努めた。


